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『
朝
に
は
紅
顔
あ
り
て
』

大
谷
光
真
ご
門
主
の
著
書
「
朝
に
は
紅
顔
あ
り

て
」
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

角
川
書
店
よ
り
発
刊
さ
れ
、
一
般
の
本
屋
さ
ん
の

店
頭
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
と
が
き
に
、

『
あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
て
ゆ
く
日
々
、
あ
る
い

は
、
何
か
物
足
り
な
く
過
ぎ
て
ゆ
く
日
々
を
振
り
返

り
、
生
き
る
意
味
や
喜
び
を
見
い
だ
し
て
下
さ
る
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
・
・
・
』
と
あ
り
、
混
迷
の
時
代

と
い
わ
れ
る
現
代
社
会
を
生
き
ぬ
く
確
か
な
力
が
、

や
さ
し
い
言
葉
で
著
さ
れ
て
い
ま
す
。

是
非
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

ｐ１ ご門主のご著作発刊

ｐ２ 京都 大谷本廟

ｐ３ 法話 五十嵐大策

ｐ４ サマーキャンプと

連続研修会（連研）

ｐ５ 九州かくれ念仏

ｐ６ 住職に聞きました

（お寺を訪ねて）

ｐ７ なぜなに Ｑ＆Ａ

ｐ８ 寺院所在地

定例法座案内

浄土真宗本願寺派 東京教区多摩組

浄土真宗本願寺派第24代
大 谷 光 真 門主



大
谷
本
廟
の
沿
革

大
谷
本
廟
は
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
ご
廟
所
（
墓

所
）
で
あ
り
祖
廟
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

親
鸞
聖
人
は
、
弘
長
二
（
一
二
六
二
）
年
十
一

月
二
十
八
日
、
弟
の
尋
有
僧
都
（
じ
ん
う
そ
う

づ
）
の
住
坊
「
善
法
坊
」
（
現
在
の
角
坊
別
院
）

に
お
い
て
九
十
歳
で
ご
往
生
に
な
り
、
鳥
辺
山
南

辺
（
現
在
の
本
廟
の
「
御
荼
毘
所
」
）
で
火
葬
、

ご
遺
骨
は
鳥
辺
野
（
と
り
べ
の
）
北
辺
の
「
大

谷
」
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
親
鸞
聖
人
の
末
娘
で
あ
る
覚
信
尼

（
か
く
し
ん
に
）
さ
ま
が
諸
国
の
門
弟
の
協
力
を

得
て
、
ご
遺
骨
を
吉
水
の
北
辺
（
現
在
の
知
恩
院

山
門
北
側
の
「
崇
泰
院
（
そ
う
た
い
い
ん
）
」
付

近
）
に
改
葬
し
、
お
堂
を
建
て
ご
影
像
を
安
置
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
ご
廟
は
「
大
谷
影
堂
」
と
も
呼
ば
れ
、
後

に
「
大
谷
本
願
寺
」
と
な
り
、
第
八
代
蓮
如
宗
主

時
代
の
「
寛
正
の
法
難
」
（
一
四
六
五
年
）
ま

で
、
お
よ
そ
二
百
年
間
、
諸
国
の
門
弟
や
同
行
に

よ
っ
て
護
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

以
後
、
第
十
二
代
准
如
宗
主
時
代
の
慶
長
八

（
一
六
〇
三
）
年
、
徳
川
幕
府
の
政
策
に
よ
っ
て

五
条
坂
の
現
在
地
に
移
転
し
、
こ
の
地
を
「
大

谷
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

明

著

堂
（
め
い
ち
ょ
う
ど
う
）

親
鸞
聖
人
の
ご
遺
骨
を
お
納
め
し
て
あ
る
祖
壇

は
、
移
転
当
初
は
現
在
の
北
谷
墓
地
の
場
所
に
あ

り
ま
し
た
が
、
第
十
三
代
良
如
宗
主
時
代
の
寛
文

元
年(

一
六
六
一)

、
南
の
現
在
の
地
点
に
移
築
さ

れ
ま
し
た
。
第
十
四
代
寂
如
宗
主
は
、
元
禄
七
年

(

一
六
九
四)

、
そ
こ
に
方
一
間
半
の
宝
形
造
り
の

廟
堂
を
建
て
、
さ
ら
に
宝
永
六
年(

一
七
〇
九)

、

祖
壇
の
前
に
、
内
部
に
柱
の
な
い
東
西
五
間
、
南

北
十
間
の
拝
堂
を
造
営
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
「
明
著
堂
」
で
、
正
面
の
額
は
寂
如
宗

主
の
御
筆
で
あ
り
ま
す
。
慶
応
の
火
災
に
も
幸
い

類
焼
を
免
れ
、
大
谷
の
古
い
面
影
を
い
ま
に
伝
え

て
い
ま
す
。

仏

殿
仏
殿
は
第
十
三
代
良
如
宗
主
の
時
代
、
寛
文
元

年
（
一
六
六
一
）
三
月
に
創
建
さ
れ
ま
し
た
が
、

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
三
月
、
す
ぐ
横
の
二

天
門
か
ら
の
出
火
で
、
多
く
の
堂
舎
と
共
に
消
失

し
ま
し
た
。

現
在
の
仏
殿
は
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
十

一
月
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
内
陣
に
は
寂
如

（
じ
ゃ
く
に
ょ
）
宗
主
御
作
の
御
本
尊
阿
弥
陀
如

来
像
を
中
心
に
、
顕
如
宗
主
以
降
の
歴
代
門
主
、

左
余
間
に
は
七
高
僧
・
聖
徳
太
子
、
右
余
間
に
は

本
廟
の
創
建
者
覚
信
尼
さ
ま
の
御
絵
像
が
奉
懸
さ

れ
て
い
ま
す
。
「
龍
谷
山
」
の
額
は
、
寂
如
宗
主

の
御
筆
で
あ
り
ま
す
。

２浄土真宗本願寺派 東京教区多摩組

◆築地本願寺・東京教区教務所ホームページ http://www.tsukijihongwanji.jp/

春季彼岸会 3月17日(18日)
～23日(24日)

大谷本廟総追悼法要 4月17日・18日
覚信尼さまご祥月法要 5月11日・12日
大谷本廟納骨・永代経法要 6月25日～28日
朝の法座 8月6日～10日
盂蘭盆会 8月14日・15日
秋季彼岸会 9月20日～26日
龍谷会（大谷本廟報恩講）10月15日・16日

お骨の一部をご開山親鸞聖人の御廟に分骨す

ることができます。（祖壇納骨）

詳細は、各ご寺院にお尋ねください。

法要行事の詳細については、大谷本廟に

お問い合わせください。

〒605-0846
京都市東山区五条橋東６丁目５１４
大谷本廟（本廟局）

電話 ０７５－５３１－４１７１

ＦＡＸ０７５－５３１－２０７２

（
お
お
た
に
ほ
ん
び
ょ
う
）

ラジオ法話「こころの電話」

～西本願寺の時間～

静岡放送

1 4 0 4 K H z． 1 5 5 7 K H z．
1062KHz

毎週土曜日 午前5時30分から

～築地本願寺の時間～

文化放送 1134KHz
毎週日曜日 午前5時15分から

テレホン法話

「こころの電話」

～電話で聞こう３分間法話～

電話（03）3541-0282



３ 浄土真宗本願寺派 東京教区多摩組

◆西本願寺ホームページ http://www.hongwanji.or.jp/

私
達
の
宗
祖
親
鸞
聖
人
は
関
東
に
約
二
十
年

ほ
ど
滞
在
な
さ
れ
て
、
多
く
の
人
々
に
御
教
化

な
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
今
日
、
四
十
三

通
の
手
紙
が
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
昔
は
九

十
二
通
ほ
ど
の
手
紙
が
あ
っ
た
と
文
献
に
書
い

て
あ
り
ま
す
。

宗
祖
の
手
紙
の
ほ
と
ん
ど
は
、
京
都
に
お
ら

れ
た
親
鸞
聖
人
が
関
東
に
い
た
門
弟
の
質
問
に

解
答
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
現
存
し
て

お
り
ま
す
も
の
で
、
一
番
早
い
も
の
が
七
十
九

歳
の
書
簡
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
『
信
心
の

定
ま
る
と
き
往
生
ま
た
定
ま
る
な
り
』
の
お
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
あ
と
の
四
十
二
通
の
手
紙
は

八
十
歳
を
こ
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
九
十
歳

で
御
往
生
な
さ
れ
る
直
前
に
お
書
き
に
な
っ
た

も
の
と
推
察
さ
れ
る
も
の
も
二
痛
あ
り
ま
す
。

手
紙
全
体
を
通
し
て
言
え
ま
す
こ
と
は
、
信

心
為
本
（
し
ん
じ
ん
い
ほ
ん
）
と
い
う
こ
と
と
現

生
正
定
聚
（
げ
ん
し
ょ
う
し
ょ
う
じ
ょ
う
じ
ゅ
）
と

い
う
こ
と
が
強
調
な
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
信
心

為
本
は
、
浄
土
真
宗
の
特
色
で
あ
る
信
心
正
因

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
「
正
因
と
し
て
の

信
心
が
大
切
で
あ
り
ま
す
よ
」
と
い
う
お
さ
と

し
で
あ
り
ま
す
。
現
生
正
定
聚
は
、
「
本
当
の

幸
せ
本
当
の
喜
び
の
念
仏
者
に
さ
せ
て
頂
き
な

さ
い
よ
」
と
い
う
お
さ
と
し
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
は
、
「
真
の
仏
弟
子
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
な
さ
い
よ
」
と
い
う
教
え
で
あ
り
ま
す
。

親
鸞
聖
人
の
御
教
化
に
よ
っ
て
、
性
信
房
や

真
仏
房
や
浄
信
房
や
覚
信
房
や
専
信
房
や
真
浄

房
等
の
門
弟
の
心
に
と
も
し
び
が
つ
い
て
、
信

心
の
定
ま
る
と
き
往
生
ま
た
定
ま
る
の
心
と
な

り
、
ま
た
世
の
中
安
穏
な
れ
、
仏
法
ひ
ろ
ま
れ

の
心
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
浄
土
真
宗
を
大

き
く
広
く
高
く
深
く
ひ
ろ
め
て
い
っ
た
の
で
あ

り
ま
し
た
。
誠
に
有
り
難
く
尊
い
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

た
だ
宗
祖
の
手
紙
と
い
い
ま
す
と
、
善
鸞
様

の
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
善
鸞
関
係
の

手
紙
に
は
一
切
現
生
正
定
聚
の
教
示
が
全
く
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
今
日
で
は
世
俗
的
な
争
い
の

中
で
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い
っ
た
ほ
う
が
よ

い
と
史
学
者
は
指
摘
し
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
手
紙
の
中
の
中
心

は
「
信
心
の
定
ま
る
と
き
往
生
ま
た
定
ま
る
」

の
心
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
世
の
中

安
穏
な
れ
、
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
」
の
心
に
な
っ

て
、
仏
法
を
味
わ
い
浄
土
真
宗
を
味
わ
っ
て
、

自
分
の
で
き
る
範
囲
内
で
大
い
に
努
力
実
践
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
と
思
う
の
で

あ
り
ま
す
。

親
鸞
聖
人
の
お
手
紙
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

本
願
寺
派
司
教

五

十

嵐

大

策

玄
忠
寺
住
職



４浄土真宗本願寺派 東京教区多摩組

多
摩
組
の
活
動

◆東京教区多摩組ホームページ http://plaza21.mbn.or.jp/~tamaso/

多
摩
組
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

あ
い
か
わ

本
年
も
恒
例
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
、
神
奈
川

県
の
愛
川
ふ
れ
あ
い
の
村
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

参
加
の
小
学
生
は
五
十
四
名
、
ス
タ
ッ
フ
三
十

六
名
の
合
計
九
十
名
と
い
う
多
摩
組
独
自
で
開
催

す
る
よ
う
に
な
っ
て
最
大
の
規
模
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

ま
ず
、
調
布
市
仙
川
の
明
西
寺
に
集
合
後
、
本

堂
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
開
村
式
を
行
い
、

「
愛
川
ふ
れ
あ
い
の
村
」
へ
バ
ス
で
出
発
。

到
着
後
、
早
速
昼
食
の
バ
ー
ベ
Ｑ
。
午
後
は
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
出
し
物
を
決
め
た
り
、

フ
リ
ス
ビ
ー
を
使
っ
た
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
で
班
ご

と
点
数
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

夕
食
後
は
、
大
き
な
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
。

は
る
か
遠
く
か
ら
火
の
玉
が
飛
ん
で
き
て
、
フ
ァ

イ
ヤ
ー
に
火
が
と
も
り
、
み
ん
な
で
歌
っ
た
り
踊

っ
た
り
。

泊
ま
っ
た
ロ
ッ
ジ
に
ク
ー
ラ
ー
は
な
く
、
こ
の

日
は
、
今
思
え
ば
今
年
の
夏
と
し
て
は
珍
し
く
暑

く
、
か
な
り
寝
苦
し
い
一
夜
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

次
の
日
、
朝
の
お
勤
め
を
し
、
森
の
中
を
散
策

の
後
、
近
く
の
服
部
牧
場
へ
移
動
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
牛
の
乳
搾
り
体
験
を
さ
せ
て
も
ら

い
、
牛
乳
を
つ
く
る
（
集
め
る
？
）
こ
と
の
大
変

さ
を
知
っ
た
よ
う
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
、
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
へ
移
動
し
、
お
弁
当

の
後
、
ダ
ム
の
探
検
。
ダ
ム
の
大
き
さ
、
水
の
大

切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

バ
ス
で
明
西
寺
へ
帰
り
、
閉
村
式
。
修
了
証
や

お
土
産
を
受
け
取
り
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
二
度
目
三
度
目
の
参
加
者
も
増
え
、

は
じ
め
は
不
慣
れ
な
お
勤
め
も
、
帰
る
こ
ろ
に
は

上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

大
自
然
と
ふ
れ
あ
う
中
で
、
自
ら
の
い
の
ち
の

あ
り
方
や
仏
事
に
ふ
れ
る
こ
と
な
ど
を
学
ぶ
目
的

で
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
。
来

年
も
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
今
の
内
に
来
年
の
予

定
に
組
み
入
れ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

in

宮ヶ瀬ダムにて記念撮影

はじめて体験するディスクゴルフ

乳搾り前の服部牧場

しばらく山羊とたわむれる



多
摩
組
の
今
回
の
旅
行
研
修
は
、
薩
摩
の
か
く

れ
念
仏
と
鹿
児
島
別
院
・
知
覧
特
攻
平
和
会
館
を

見
学
研
修
す
る
二
泊
三
日
の
旅
程
で
し
た
。

平
成
十
五
年
五
月
二
十
七
日
（
火
）
、
伊
東
多

摩
組
組
長
を
は
じ
め
、
多
摩
組
内
十
ヶ
寺
六
十
七

名
の
お
念
仏
で
結
ば
れ
て
い
る

皆
様
と
の
旅
行
研
修
で
し
た
。

羽
田
か
ら
一
時
間
半
で
宮
崎

着
と
快
適
な
空
の
旅
か
ら
、
早

速
二
台
の
バ
ス
で
出
発
で
す
。

最
初
の
研
修
場
所
、
安
楽
寺

（
宮
崎
県
北
諸
県
郡
山
之
口
町

富
里
）
を
訪
問
。
住
職
か
ら
ス

ラ
イ
ド
つ
き
で
こ
の
地
方
の
か

く
れ
念
仏
に
つ
い
て
聴
聞
し
た
。

安
楽
寺
は
、
当
初
佐
々
木
深

道
師
が
、
念
仏
禁
制
を
強
い
て

い
る
島
津
藩
諸
県
郡
内
の
隣
接

地
清
武
村
に
お
寺
を
開
い
た
。

禁
制
地
の
集
落
か
ら
、
念
仏
者
弾
圧
の
た
め
理
不

尽
な
拷
問
処
刑
か
ら
逃
れ
て
く
る
門
徒
難
民
達
を

保
護
す
る
一
方
、
禁
制
集
落
の
念
仏
講
開
座
に
布

教
し
て
回
っ
た
。
開
座
し
て
見
つ
か
れ
ば
捕
縛
さ

れ
処
刑
さ
れ
る
、
文
字
通
り
決
死
の
地
下
伝
道
活

動
で
し
た
。

そ
の
拷
問
は
、
住
民
た
ち
の
見
せ
し
め
で
行
う

か
ら
悪
逆
無
道
な
残
虐
ぶ
り
で
、
斬
首
・
磔
・
火

あ
ぶ
り
の
極
刑
か
ら
、
火
責
め
・
水
責
め
・
石
・

吊
り
な
ど
の
拷
問
責
め
で
、
慶
長
二
年
か
ら
明
治

九
年
ま
で
の
三
百
年
間
念
仏
者
た
ち
の
殉
死
と
拷

問
の
弾
圧
が
続
け
ら
れ
た
。

安
楽
寺
の
ほ
ど
近
く
に
あ
る
田
島
か
く
れ
念
仏

洞
に
行
っ
た
。
昭
和
五
十
九
年
組
巡
教
で
即
如
門

主
様
が
、
こ
の
洞
に
み
え
ら
れ
て
お
言
葉
を
述
べ

ら
れ
た
。
洞
は
出
入
り
禁
止
で
中
へ
入
れ
な
か
っ

た
が
、
洞
穴
の
奥
は
十
数
名
ほ
ど
収
容
で
き
る
広

さ
で
、
当
時
洞
は
近
辺
で
十
数
カ
所
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
講
を
設
け
て
い
た
。

田
島
か
く
れ
念
仏
碑
が
、
洞
の
前

に
建
立
し
て
あ
っ
た
。

念
仏
は
い
の
ち
な
り

念
仏
は
ま
こ
と
な
り

血
吹
き

涙
あ
ふ
る
る

暗
き
世
に

わ
が
无
碍
光
は

さ
れ
ど

そ
の
力
に
て
は

消
え
ざ
り
き

小
雨
そ
ぼ
降
る
碑
前
で
、
し
ば

し
胸
を
う
た
れ
て
、
厳
粛
な
気
持

ち
で
幾
度
と
な
く
碑
文
を
目
で
追

っ
た
。

間
引
き
し
た
嬰
児
を
投
棄
し
た

哀
話
が
残
る
文
殊
の
池
を
見
学

し
、
ホ
テ
ル
霧
島
キ
ャ
ッ
ス
ル
へ
宿
泊
。

翌
日
は
、
本
願
寺
鹿
児
島
別
院
を
訪
問
し
、
輪

番
か
ら
別
院
の
沿
革
を
聴
聞
し
た
。
別
院
の
住
職

か
ら
、
薩
摩
地
方
の
か
く
れ
念
仏
の
お
話
が
つ
き

ず
に
出
て
き
て
、
禁
制
下
の
ご
門
徒
た
ち
の
苦
難

が
し
の
ば
れ
、
頭
が
下
が
る
思
い
だ
っ
た
。

二
泊
目
は
、
指
宿
温
泉
い
わ
さ
き
ホ
テ
ル
で
、

砂
風
呂
を
楽
し
み
、
翌
日
、
知
覧
特
攻
平
和
会
館

へ
行
っ
た
。

知
覧
は
、
昭
和
十
七
年
大
刀
洗
陸
軍
飛
行
学
校

知
覧
分
教
所
と
し
て
開
校
し
、
少
年
飛
行
兵
、
学

徒
出
陣
特
別
操
縦
見
習
士
官
ら
が
操
縦
訓
練
を
重

ね
、
昭
和
二
十
年
沖
縄
戦
に
参
加
。
敵
艦
め
が
け

て
つ
ぎ
つ
ぎ
に
飛
び
立
ち
散
華
し
て
逝
っ
た
千
三

十
六
柱
の
遺
影
遺
品
、
書
簡
や
記
録
な
ど
貴
重
な

資
料
が
会
館
に
収
集
保
存
し
展
示
し
て
あ
り
、
係

員
の
当
時
の
状
況
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
泣
け
て

泣
け
て
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
特
攻
平
和
観

音
堂
前
で
、
参
加
者
一
同
で
讃
仏
偈
を
唱
和
し

た
。歎

異
抄
に
「
悪
を
も
お
そ
る
べ
か
ら
ず
、
弥
陀

の
本
願
を
さ
ま
た
ぐ
る
ほ
ど
の
悪
な
き
ゆ
え
に
」

と
い
う
文
意
は
、
か
く
れ
念
仏
を
旅
し
て
真
実
で

あ
る
と
思
っ
た
。

５ 浄土真宗本願寺派 東京教区多摩組

松

村

豊

松
（
明
西
寺
門
徒
）

多
摩
組
連
研
九
州
の
旅

田 島 念 仏 洞
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住
職
に
聞
き
ま
し
た

覚

證

寺
（
調
布
市
富
士
見
町
）

中
央
高
速
の
調
布
イ
ン
タ
ー
の
近
く
に
お
寺
が

三
軒
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
二
つ
が
本
願
寺
派
。

覚
証
寺
と
長
専
寺
で
す
。
今
回
は
覚
證
寺
を
訪
ね

て
き
ま
し
た
。

覚
證
寺
の
創
建
は
約
四
百
年
前
。
多
摩
組
の
多

く
の
寺
院
と
同
じ
よ
う
に
、
大
正
十
二
年
の
関
東

大
震
災
に
よ
る
消
失
ま
で
築
地
本
願
寺
の
門
前
に

寺
基
を
か
ま
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
昭
和
四

年
に
調
布
の
飛
田
給
に
移
転
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
戦
時
中
の
昭
和
十
九
年
、
陸
軍
調
布
飛
行

場
の
拡
張
に
よ
り
強
制
的
に
現
在
地
に
移
転
さ
せ

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

住
職
一
家
は
七
才
と
四
才
の
男
の
子
に
、
一
昨

年
に
は
待
望
の
女
の
子
を
授
か
り
、
坊
守
共
々
二

男
一
女
の
子
育
て
大
奮
闘
中
で
す
。
住
職
が
就
任

さ
れ
た
の
は
平
成
四
年
。
就
任
後
は
ご
門
徒
の
要

望
に
応
え
、
築
七
十
年
以
上
に
な
る
老
朽
化
し
た

本
堂
庫
裡
を
建
て
か
え
る
べ
く
、
ま
ず
平
成
七
年

に
墓
地
の
整
備
に
着
手
、
つ
ぎ
に
本
堂
の
建
設
に

か
か
り
平
成
十
三
年
に
竣
工
さ
れ
ま
し
た
。
数
年

後
に
は
庫
裡
の
建
て
か
え
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。ご

門
徒
は
築
地
周
辺
か
ら
首
都
圏
各
地
に
散
ら

ば
っ
た
方
々
と
、
調
布
近
在
の
方
々
と
で
構
成
さ

れ
、
毎
月
の
定
例
法
座
で
聞
法
に
励
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。
ニ
ケ
月
に
一
回
は
法
座
の
前
に
ご
門
徒
が

集
ま
り
、
新
築
の
本
堂
を
皆
で
清
掃
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
今
回
は
そ
の
清
掃
の
日
に
取
材
を
し

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
熱
心
に
真
新
し
い
本
堂
の
柱

や
廊
下
を
み
が
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
掃
除
が
終

わ
る
と
手
作
り
の
昼
食
を
皆
で
い
た
だ
き
、
食
後

は
本
堂
で
読
書
を
し
た
り
、
広
縁
に
腰
か
け
な
が

ら
法
談
を
交
わ
し
た
り
と
、
法
座
が
始
ま
る
ま
で

の
時
間
を
各
々
自
由
に
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
さ
れ
て

い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

本
堂
地
下
に
造
ら
れ
た
ホ
ー
ル
に
は
、
ご
門
徒
の

漫
画
家
・
水
木
し
げ
る
様
か
ら
新
築
の
記
念
に
寄

贈
さ
れ
た
「
二
河
白
道
図
」
が
飾
ら
れ
て
い
ま

す
。
お
な
じ
み
の
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
大
郎
、
ネ
ズ
ミ
男

な
ど
が
登
場
す
る
楽
し
い
仏
画
で
す
。
ぜ
ひ
一
度

は
ご
覧
あ
れ
。

（
西
川
・
大
久
保
・
石
岡
）

お
寺
を
訪
ね
て

ご住職とご家族

水木しげる作「二河白道図」

覚證寺御本堂



浄
土
真
宗
の
お
仏
壇
は
、
文
字
通
り
、
ご
本
尊

で
あ
る
阿
弥
陀
如
来
を
中
心
に
、
こ
の
私
が
、
強

く
、
明
る
く
人
生
を
生
き
抜
か
せ
て
い
た
だ
く
、

い
の
ち
の
依
り
ど
こ
ろ
で
す
。

お
仏
壇
の
お
荘
厳
は
、
こ
の
私
を
「
必
ず
救

う
」
と
誓
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
阿
弥
陀
如
来
の
ご

恩
を
よ
ろ
こ
び
、
ど
こ
ま
で
も
報
恩
感
謝
の
気
持

ち
で
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
お
仏
壇
の
上
段
中
央
に
、
ご
本
尊
・
阿

弥
陀
如
来
の
絵
像
か
木
像
、
ま
た
は
「
南
無
阿
弥

陀
仏
」
の
六
字
名
号
を
安
置
し
、
右
側
に
親
鸞
聖

人
（
ま
た
は
十
字
名
号
「
帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如

来
」
）
、
左
側
に
蓮
如
上
人
（
ま
た
は
九
字
名
号

「
南
無
不
可
思
議
光
如
来
」
）
の
絵
像
を
安
置
し

ま
す
。
尚
、
ご
本
尊
・
両
脇
は
、
ご
本
山
か
ら
い

た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
詳
し
い
こ
と
は
所
属
寺
の
住

職
に
ご
相
談
下
さ
い
。

浄
土
真
宗
で
は
本
来
、
位
牌
を
用
い
る
習
慣
は

あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
帳
を
用
い
、
故
人
の
法
名
な

ど
を
記
載
し
ま
す
。
ま
た
、
過
去
帳
は
上
段
や
中

央
で
は
な
く
、
中
段
も
し
く
は
下
段
の
脇
に
安
置

し
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
「
位
牌
壇
」
に
な
ら
な
い

よ
う
に
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

日
常
の
お
荘
厳
と
し
て
は
、
手
前
に
あ
る
前
卓

に
、
左
か
ら
花
瓶
・
香
炉
・
ろ
う
そ
く
立
を
置
き

ま
す
。
こ
れ
を
三
具
足
（
み
つ
ぐ
そ
く
）
と
い
い

ま
す
。
お
盆
や
お
彼
岸
、
報
恩
講
、
新
年
、
法
要

な
ど
あ
ら
た
ま
っ
た
場
合
に
は
、
花
瓶
・
ろ
う
そ

く
立
を
一
対
に
し
ま
す
（
お
仏
壇
の
大
き
さ
に
も

よ
り
ま
す
）
。
こ
れ
を
五
具
足
（
ご
ぐ
そ
く
）
と

い
い
ま
す
。

上
卓
が
あ
る
場
合
に
は
、
華
瓶
（
樒
な
ど
の
青

木
を
さ
し
ま
す
）
一
対
・
火
舎

・
ろ
う
そ
く
立

を
置
き
ま
す
。
こ
れ
を
四
具
足
（
し
ぐ
そ
く
）
と

い
い
ま
す
。

ま
た
、
前
卓
・
上
卓
に
は
、
お
盆
や
お
彼
岸
、

法
要
な
ど
の
あ
ら
た
ま
っ
た
時
に
は
打
敷
（
う
ち

し
き
）
と
い
う
三
角
形
の
布
を
か
け
ま
す
。

ご
本
尊
・
両
脇
の
前
に
は
、
朝
炊
け
た
ご
飯
を

仏
飯
器
に
盛
っ
て
お
供
え
し
ま
す
。
お
仏
飯
は
お

昼
前
に
は
下
げ
、
お
茶
碗
に
入
れ
て
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
お
供
え
物
に
は
果
物
や
お
菓
子
な
ど
を

お
供
え
し
ま
す
。
魚
や
肉
類
、
お
酒
、
お
茶
、
お

水
な
ど
は
お
供
え
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
お
仏
壇
の
大
き
さ
や
形
態
な
ど
の
事
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
住
職
が
お
伺
い
し
た
時
に
遠

慮
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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四
具
足

五
具
足

打
敷

打
敷

お
仏
飯

ろ
う
そ
く
立
て

ろ
う
そ
く
立
て

ろ
う
そ
く
立
てろうそく立て

花
瓶

花
瓶

花
瓶

華
瓶

華
瓶

土
香
炉

香
炉

香
炉
土
香
炉

火
舎

お
仏
飯

お
仏
飯

五
具
足

三
具
足

四
具
足

戸帳

金
灯
籠

輪
灯

き
ん

経
卓

前
卓

上卓



８

安養寺 第１日曜

西照寺 毎月８日・第４土曜（親鸞会）

正善寺 第１日曜（１日なら８日）

専念寺 隔月１回

延浄寺 毎月２９日・第２土曜（門信徒会）

光西寺（立川市） 毎週金曜晩・各種仏教講座

応善寺 毎月１日・１６日

圓成寺 毎月２８日

圓成寺出張所 毎月１０日（休日なら翌日）

照恩寺 毎月１３日・第１土曜・第４日曜

大恩寺 第２土曜・第４日曜・第１土曜（婦人会）

誓願寺 毎月４日・第３日曜

浄弘寺 第３土曜

玄忠寺 第３日曜

延立寺 第３土曜・第１火曜（婦人会）

明西寺 毎月１０日前後予定（婦人会）

４月・８月・１月（壮年会）

覺證寺 第１土曜

光源寺 隔月奇数月

阿弥陀寺 年３回・毎月２８日（明宝会）

本光寺 不定期（お問い合わせ下さい）

町田布教所 第２土曜

（必ず電話にて日時をご確認の上、お出かけ下さい。）

西本願寺（京都・本山）
〒600-8501 京都市下京区堀川通花屋町下ル本願寺門前町

本願寺築地別院（築地本願寺）･東京教区教務所
〒104-8435 東京都中央区築地３丁目１５番１号

電話 075(371)5181
F A X 075(351)1211

築地別院電話 03(3541)1131
教 務 所電話 03(3541)1666

光 徳 寺（こうとくじ） 〒182-0003
調布市若葉町１－３８－２７
℡03(3300)6431 FAX03(5384)3344
明 西 寺（みょうさいじ）〒182-0003
調布市若葉町１－４３－５
℡03(3300)1901 FAX03(3300)2681
延 浄 寺（えんじょうじ）〒182-0006
調布市西つつじが丘２－３０－１
℡03(3326)7337 FAX03(3326)5037
長 専 寺（ちょうせんじ）〒182-0033
調布市富士見町１－３５－４
℡0424(82)3411 FAX0424(98)1105

西 照 寺（さいしょうじ）〒182-0003
調布市若葉町１－３９
℡03(3300)7734 FAX03(3300)7794
光 西 寺（こうさいじ） 〒182-0003
調布市若葉町１－４４－２
℡03(3300)5054 FAX 同 左
光 源 寺（こうげんじ） 〒182-0006
調布市西つつじが丘２－３０－１１
℡03(3300)0881 FAX03(3308)6289
覺 證 寺（かくしょうじ）〒182-0033
調布市富士見町１－３５－４
℡0424(82)5556 FAX0424(80)0166

正 善 寺（しょうぜんじ）〒182-0003
調布市若葉町１－４２－５
℡03(3300)6064 FAX03(3300)6687
安 養 寺（あんようじ） 〒182-0003
調布市若葉町１－４４－５
℡03(3307)5605 FAX03(3307)5496
圓 福 寺（えんぷくじ） 〒182-0022
調布市国領町１－１０－１１
℡0424(82)7955 FAX0424(81)4734

光 西 寺（こうさいじ） 〒190-0021
立川市羽衣町３－２０－１６
℡042(522)3413 FAX042(524)7788

浄 弘 寺（じょうこうじ）〒198-0036
青梅市河辺町８－１９－８
℡0428(32)1769 FAX0428(32)2010

應 善 寺（おうぜんじ） 〒186-0002
国立市東２－２－１
℡042(572)0043 FAX042(572)0148

照 恩 寺（しょうおんじ）〒187-0041
小平市美園町３－２３－２０
℡042(341)2935 FAX 042(347)4122

専 念 寺（せんねんじ）〒192-0063
八王子市元横山町２－１４－２４
℡0426(44)3491 FAX0426(48)6087
誓 願 寺（せいがんじ）〒193-0816
八王子市大楽寺町２０９－５
℡0426(51)0073 FAX0426(51)6183

圓 成 寺（えんじょうじ）〒194-0004
町田市鶴間１２１０
℡042(795)0181 FAX042(799)5130

圓成寺出張所（えんじょうじ）〒194-0035
町田市忠生３－２４－１３
℡042(792)3007

町田布教所（まちだふきょうしょ）〒195-0063
町田市野津田町２５３４－２０
℡042(737)3236 FAX 同 左

光 照 寺（こうしょうじ）〒192-0912
八王子市絹ヶ丘３－８－１
℡0426(35)3754 FAX 同 左
本 光 寺（ほんこうじ） 〒193-0832
八王子市散田町４－４０－１０
℡0426(64)2196 FAX0426(63)2501

阿 弥 陀 寺（あみだじ） 〒206-0013
多摩市桜ヶ丘１－２４－２
℡0423(75)8055 FAX0423(37)4889

玄 忠 寺（げんちゅうじ）〒206-0822
稲城市坂浜８７８－６
℡0423(31)3655 FAX0423(31)3511

延 立 寺（えんりゅうじ）〒193-0802
八王子市犬目町６８１
℡0426(54)2429 FAX0426(54)6930
大 恩 寺（だいおんじ） 〒193-0943
八王子市寺田町１０８５
℡0426(68)0889 FAX0426(68)1825

調布市

国立市 立川市

小平市

八王子市

町田市

青梅市

多摩市 稲城市

♣ 定例法座予定 ♣

（順不同）


